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テ
ニ
ス
教
室
参
加
者
募
集

対　
象　
一
般
初
心
者

日　
程　
４
月
５
・
12
・
19
・
26
日（
各

日
曜
日
）

時　
間　
午
後
７
時
30
分
～
９
時

場　
所　
成
東
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

参
加
費　
２
０
０
０
円

そ
の
他　
ラ
ケ
ッ
ト
の
貸
し
出
し
あ
り

り
ま
す
。

講　
師　
日
本
体
育
協
会
公
認
テ
ニ
ス

コ
ー
チ　
篠
塚

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
み

S�

・
T　
山
武
市
体
育
協
会
テ
ニ
ス
部

�

三
浦　

���

K

０
９
０（
４
３
６
５
）５
７
６
２

�

（
対
応
時
間
帯
：
午
後
１
～
８
時
）

山
武
市
初
級
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

�

開
催
の
お
知
ら
せ

主　
催　
山
武
市
体
育
協
会
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部

期　
日　
３
月
29
日
㈰

時　
間　
受
付
午
前
９
時
頃
～
・
試
合

　
午
前
10
時
頃
～
午
後
３
時
頃
ま
で

場　
所　

蓮
沼
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
ア

リ
ー
ナ

参
加
資
格　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

お
よ
び
市
内
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

在
籍
者

試
合
形
態

①
初
級
者
ダ
ブ
ル
ス

　

�

16
チ
ー
ム
性
別
不
問（
中
級
者
と
小

学
生
の
ペ
ア
で
の
参
加
は
認
め
る
）

②
小
学
生
シ
ン
グ
ル
ス　

　
８
人
性
別
不
問

③
初
級
者
中
級
者
ト
リ
プ
ル
ス

　

６
～
９
チ
ー
ム
性
別
不
問（
初
級
者

が
必
ず
一
人
以
上
入
る
こ
と
）

※
試
合
形
態
は
参
加
人
数
に
よ
り
変
化

し
ま
す
。
ま
た
、
②
③
は
①
と
の
重

複
参
加
可
能

大
会
参
加
費　
１
人
５
０
０
円

申
込
期
間　
３
月
１
日
㈰
～
22
日
㈰

※
定
員
に
な
り
次
第
受
付
を
終
了

申
込
方
法　
左
記
の
ブ
ロ
グ
か
ら
申
し

込
み

※
お
問
い
合
わ
せ
は
メ
ー
ル
に
て

S�

・
T　
山
武
市
体
育
協
会
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部　
高
橋

H�http://katum
it24.livedoor.blog/

m
sam
m
ubadclub@

fg8.so-net.ne.jp

所
得
税
・
消
費
税
の

�

期
限
内
納
付
の
お
願
い

所
得
税
・
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）の
納

期
限
は
下
表
の
と
お

り
で
す
。

納
期
限
ま
で
に
納
付

が
な
い
場
合
や
残
高
不

足
等
に
よ
り
振
替
が
で

き
な
い
場
合
は
延
滞
税

が
か
か
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

◆
納
付
書
が
お
手
元
に
な
い
場
合
は
、

税
務
署
や
所
轄
の
税
務
署
管
内
の
金

融
機
関
に
用
意
し
て
あ
る
納
付
書
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
口
座
振
替
に
よ
る
納
税
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼

書
兼
納
付
書
送
付
依
頼
書
」を
法
定

納
期
限
ま
で
に
税
務
署
へ
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

◆
口
座
振
替
ご
利
用
の
方
で
、
転
居
等

に
よ
り
所
轄
の
税
務
署
が
変
わ
っ
た

場
合
は
お
手
数
で
す
が
新
た
に
振
替

納
税
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

T　
東
金
税
務
署
管
理
運
営
部
門

�

☎
０
４
７
５（
５
２
）３
１
２
１

�

（
代
表
）

市
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

市
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
な
い

と
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
、
ま
た「
滞
納

処
分
」の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
納

め
忘
れ
が
な
い
か
今
一
度
ご
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。
不
明
な
点
は
収
税
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
滞
納
処
分

市
税
を
滞
納
し
た
ま
ま
で
い
る
と
、

納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
い
る
納
税
者

と
の
公
平
を
保
つ
た
め
、
ま
た
、
大
切

な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
滞
納
し
て

い
る
方
の
財
産（
預
貯
金
・
給
与
・
年

金
な
ど
）を
調
査
し
、
差
し
押
さ
え
を

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
市
税
は
貴
重
な
財
産

歳
入
の
根
幹
で
あ
る
市
税
の
滞
納

は
、
山
武
市
全
体
に
と
っ
て
大
き
な
損

失
で
す
。
滞
納
整
理
の
費
用
は
、
み
な

さ
ん
の
福
祉
・
教
育
・
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
に
使
わ
れ
る
べ
き
貴
重
な
市
税
か
ら

支
出
さ
れ
ま
す
。

市
税
を
有
効
に
利
用
す
る
た
め
、
納

期
内
納
付
に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

T　
収
税
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
５
１

税

令和元年（平成31年）分確定申告に係る納期限
法定納期限 口座振替日

所得税 ３月16日㈪ ４月21日㈫
消費税

（個人事業者） 3月31日㈫ ４月23日㈭

▲ブログは
　コチラから
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行政からの
お知らせ

information

国
民
健
康
保
険
税
の
特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

４
月
の
年
金
支
給
分
か
ら
国
民
健
康

保
険
税
を
特
別
徴
収（
仮
徴
収
）さ
れ
る

方（
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
）に
、

３
月
末
頃
に
納
税
通
知
書
兼
特
別
徴
収

開
始
通
知
書（
仮
徴
収
）を
送
付
し
ま
す
。

◆
特
別
徴
収
と
な
る
方
の
要
件

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方（
世

帯
主
）が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
加
入

②
世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
が

全
員
65
～
74
歳

③
世
帯
主
の
介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収

さ
れ
て
い
る

④
世
帯
主
が
受
給
し
て
い
る
年
金
が
年

額
18
万
円
以
上

⑤
特
別
徴
収
さ
れ
る
介
護
保
険
料
と
国

民
健
康
保
険
税
の
合
計
額
が
、
世
帯

主
が
受
給
し
て
い
る
年
金
額
の
２
分

の
１
以
下

※
世
帯
主
が
年
度
途
中
で
75
歳
に
な
る

場
合
は
、特
別
徴
収
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

◆
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金

老
齢
・
退
職
年
金
、
障
害
年
金
、
遺
族

年
金
で
、
受
給
額
が
年
額
18
万
円
以
上
の

年
金
が
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

複
数
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合

は
、
次
の
優
先
順
位
に
よ
り
特
別
徴
収

さ
れ
る
年
金
を
決
定
し
ま
す
。
複
数
の

年
金
か
ら
重
複
し
て
徴
収
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
厚
生
労
働
大
臣（
国
民
年
金
・
厚
生

年
金
・
船
員
保
険
の
順
）

②
国
家
公
務
員
共
済
組
合

③
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合

④
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団

⑤
地
方
公
務
員
共
済
組
合（
公
立
学
校

共
済
組
合
を
含
む
）

◆
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
月

仮
徴
収
は
、
年
税
額
決
定
前
の
４
・

６
・
８
月
の
支
給
年
金
か
ら
特
別
徴
収

し
ま
す
。

年
税
額
決
定
後
は
、
仮
徴
収
税
額
を

差
し
引
い
た
残
り
の
額
を
10
・
12
・
２

月
の
支
給
年
金
か
ら
特
別
徴
収（
本
徴

収
）し
ま
す
。

◆
特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
へ
変
更

書
面
に
よ
る「
申
し
出
」に
よ
り
、
特

別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
に
よ
る
普
通
徴

収
へ
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
滞

納
が
あ
る
方
は
、
口
座
振
替
に
変
更
で

き
ま
せ
ん
）。

こ
の
場
合
、
特
別
徴
収
は「
申
し
出
」

日
の
翌
月
か
ら
３
カ
月
目
以
降
の
最
初

の
年
金
支
給
月
か
ら
停
止
さ
れ
ま
す
。

停
止
月
以
降
の
納
期
か
ら
口
座
振
替
で

の
普
通
徴
収
に
変
更
し
ま
す
。

納
付
方
法
の
変
更
は
、
期
別
に
よ
る

口
座
振
替
が
条
件
と
な
り
、
こ
れ
ま
で

全
期
前
納
を
申
し
込
ま
れ
て
い
た
方

も
、変
更
後
は
期
別
納
付
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
納
付
書
に
よ
る
納
付
に
は
変
更

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

３
月
末
日
ま
で
に「
申
し
出
」し
た
場

合
、６
月
以
降
の
特
別
徴
収
を
停
止
し
、

７
月（
第
１
期
）か
ら
口
座
振
替
で
の
普

通
徴
収
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
で
滞
納
し
た

場
合（
残
高
不
足
で
引
き
落
と
し
が
で

き
な
か
っ
た
場
合
な
ど
）は
、
特
別
徴

収
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

世
帯
主
以
外
の
口
座
か
ら
引
き
落
と

し
を
希
望
さ
れ
る
場
合
で
も
、
納
税
通

知
書
等
の
送
付
先
は
世
帯
主（
納
税
義

務
者
）あ
て
と
な
り
ま
す
。

◆
申
し
出
に
必
要
な
も
の

①
国
民
健
康
保
険
税
納
付
方
法
変
更
申

出
書（
市
役
所
課
税
課
と
各
出
張
所

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
）

②
山
武
市
口
座
振
替
依
頼
書
兼
自
動
払

込
利
用
申
込
書（
依
頼
者
控
）

※
新
た
に
口
座
振
替
で
納
付
す
る
方
や
、

今
ま
で
と
は
異
な
る
口
座
で
振
替
納
付

を
す
る
方
は「
申
し
出
」前
に
金
融
機
関

等
で
口
座
振
替
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
既
に
口
座
振
替
納
付
し
て
い
る
方
は

②
の
提
出
は
不
要
で
す
。

③
申
出
者（
世
帯
主
ま
た
は
世
帯
員
）の

国
民
健
康
保
険
証

④
印
鑑（
自
動
印
不
可
）

◆�

所
得
税
・
市
民
税
県
民
税
申
告
時
の

社
会
保
険
料
控
除

１
～
12
月
ま
で
の
一
年
間
に
納
付
し

た
国
民
健
康
保
険
税
は
、
実
際
に
支

払
っ
た
方
が
所
得
税
確
定
申
告
や
市
民

税
県
民
税（
住
民
税
）申
告
の
社
会
保
険

料
控
除
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
た
国
民
健

康
保
険
税
は
、
特
別
徴
収
さ
れ
た
本
人

以
外
の
方
の
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て

申
告
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、「
申
し
出
」に
よ
り
口
座
振

替
に
よ
る
納
付
に
変
更
し
た
場
合
は
、

口
座
名
義
人
等
の
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
年
金
保
険
者
か
ら
の
通
知

年
金
保
険
者
か
ら
の「
年
金
振
込
通

知
書
」等
に
記
載
さ
れ
る
国
民
健
康
保

険
税
額
は
、
市
か
ら
の「
納
税
通
知
書
」

等
と
同
じ
保
険
税
で
あ
り
、
重
複
し
て

徴
収
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

税
額
が
変
更
さ
れ
た
場
合
は
、
市
か

ら
送
付
す
る
通
知
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

T　
課
税
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
８
１
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社
会
福
祉
法
人
千
葉
い
の
ち
の
電
話

無
料
公
開
講
演
会
開
催

「
元
気
な
コ
コ
ロ
の
作
り
方
７

　
～
積
極
的
感
受
と
い
う
生
き
方
～
」

毎
年
開
催
し
て
い
る
心
の
健
康
づ
く

り
市
民
研
修
会
を
今
年
も
千
葉
い
の
ち

の
電
話
と
共
催
し
ま
す
。

今
年
の
講
師「
ド
リ
ア
ン
助す

け

川が
わ

」氏

は
、
大
学
教
授
・
詩
人
・
道
化
師
・
作

家
と
し
て
幅
広
く
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
説「
あ
ん
」は
、
海
外
14
言
語
に
翻

訳
さ
れ
、
数
々
の
文
学
賞
を
受
賞
。
ま

た
、
河
瀬
直
美
監
督
に
よ
り
映
画
化
。

ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
の
人
生
を
樹
木
希

林
が
演
じ
、
国
内
外
で
高
い
評
価
を
受

け
ま
し
た
。

コ
コ
ロ
を
元
気
に
す
る
た
め
の
ヒ
ン

ト
を
聴
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
時　
３
月
28
日
㈯
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

　
（
受
付
午
後
１
時
～
）

場　
所　
山
武
市
役
所
大
会
議
室

講　
師　
ド
リ
ア
ン
助
川
氏

定　
員　
１
２
０
人（
先
着
順
）

S�

・
T　
千
葉
い
の
ち
の
電
話

�

☎
０
４
３（
２
２
２
）４
４
１
６

　
健
康
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
１

自
衛
官
採
用
試
験

◆
幹
部
候
補
生（
一
般
）

申
込
期
限　
５
月
１
日
㈮

試
験
期
日　
５
月
９
日
㈯
、
10
日
㈰

申
込
資
格　
①
大
卒
程
度
試
験　
20
歳

以
上
26
歳
未
満
の
方（
大
卒
見
込
含

む
）、
修
士
課
程
修
了
者
等（
見
込
含

む
）は
28
歳
未
満
の
方　

②
院
卒
者

試
験　
20
歳
以
上
28
歳
未
満
で
修
士

課
程
を
修
了（
見
込
含
む
）し
た
方

◆
幹
部
候
補
生（
歯
科
・
薬
剤
科
）

申
込
期
限　
５
月
１
日
㈮

試
験
期
日　
５
月
９
日
㈯

申
込
資
格　
①
歯
科　
20
歳
以
上
30
歳

未
満
で
専
門
の
大
学
を
卒
業（
見
込

含
む
）し
た
方　

②
薬
剤
科　

20
歳

以
上
28
歳
未
満
で
専
門
の
大
学
を
卒

業（
見
込
含
む
）し
た
方

◆
一
般
曹
候
補
生

申
込
期
限　
５
月
15
日
㈮

試
験
期
日　
５
月
23
日
㈯

申
込
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

T　
自
衛
隊
成
田
地
域
事
務
所

�

☎
０
４
７
６（
２
２
）６
２
７
５

H�http://w
w
w
.m
od.go.jp/gsdf/

jieikanbosyu/

催
し・募
集

消費者情報　身近な消費トラブルにご注意ください！
◆ケース１　架空請求ハガキにご用心！～総合消費料金未納？！～
「総合消費料金未納分訴訟最終告知」という内容のハガキ（封筒）が届いた。契約不履行、裁判、民事訴訟とい
う言葉も書いてある。心当たりはないけれど、どうしたらいいの？
これは、架空請求です。「民事訴訟の取り下げ費用」といって、現金や電子マネーをだまし取る手口です。電
話してしまった場合は、その後に連絡が来ても無視してください。
被�害に遭わないために……ハガキにある連絡先には絶対に電話をしない、請求されても支払わない。裁判所
から「特別送達」で訴状が届いた場合は、無視せずに消費生活センターへご相談ください。
◆ケース２　情報商材トラブル　～簡単にもうかる方法はありません～
約30万円の情報商材を購入し、書かれていた通りに作業すれば「老若男女誰でもすぐ高額収入が得られる」

という広告をみた。簡単そうなので老後（生活）資金のために挑戦したいと思うけど、問題ないのかしら。
情報商材とは副業や投資等で高収入を得るためのノウハウ等と称してインターネット等で販売されている

仮想通貨や転売ビジネスのPDFファイルやUSBのことです。「購入したソフトウェアが起動しない」「うまく
儲からない」など、より高額な上位コースへの購入などを勧誘されたりします。
被�害に遭わないために……情報商材の購入は、広告に注意して慎重に検討する、返金保証があるからと言って、
借金をしてまで安易に契約しない、購入する前に販売者の連絡先等を確認する、情報商材をカードで購入
した場合でトラブルが生じた際は、カード会社に事情を説明し協力を求める。
◆山武市消費生活センター◆
　日　時　平日午前９時～正午・午後１～４時30分（土日祝日・12月29日～1月3日除く）
　場　所　山武市役所　　☎０４７５（８２）８４５３
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行政からの
お知らせ

information

歴
史
民
俗
資
料
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

第
68
回 

左
千
夫
短
歌
大
会

１
月
26
日
、
選
者
に
今
井
恵
子
先
生

を
迎
え
山
武
市
成
東
文
化
会
館
の
ぎ
く

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
３
０
８
４
首（
一
般
１
２
８

首
・
小
学
生
１
１
４
９
首
・
中
学
生
５

９
８
首
・
高
校
生
１
２
０
９
首
）が
集

ま
り
ま
し
た
。
各
部
の
左
千
夫
賞
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

�

（
敬
称
略
）

一
般
の
部

花は
な

井い　
佳か

よ

こ

世
子（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

合ね

歓む

の
葉
の
閉
づ
る
頃
に
は
帰
れ
よ
の

母
の
言
葉
の
遠
く
な
り
た
り

選
者
講
評（
概
要
）

「
幼
い
頃
の
一
場
面
が
具
体
的
に
回

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
時
計
や
チ
ャ
イ

ム
で
は
な
く
て
、
日
照
に
応
じ
て
葉

を
閉
じ
る
合
歓
の
木
を
目
印
に
、
子

ど
も
が
時
間
を
知
っ
た
の
で
す
ね
。

静
か
に
葉
を
閉
じ
て
行
く
合
歓
の
イ

メ
ー
ジ
が
、
日
暮
れ
の
寂
寥
感
と
母

の
温
も
り
を
呼
び
お
こ
し
ま
す
。」�

小
学
生
の
部

大お
お

木き　
悠ゆ

う

人と
（
匝
瑳
市
立
吉
田
小
学
校
）

お
と
う
さ
ん
が
な
ま
ず
を
つ
っ
た
大
き

く
て
ま
っ
く
ろ
だ
っ
た
ど
か
ん
と
は
ね
た

中
学
生
の
部

白し
ら

石い
し　

京け
い

吾ご

（
大
網
白
里
市
立
大
網
中
学
校
）

長
机
本
を
写
し
て
光
っ
て
る
す
べ
て
の

本
に
タ
イ
ト
ル
が
あ
る

高
校
生
の
部

町ま
ち

田だ　
育い

く

海み（
松
尾
高
校
）

早
朝
に
弦
は
じ
く
音
響
く
音
矢
が
飛
ぶ

先
に
的
が
待
っ
て
る

「
も
っ
と
知
り
た
い
！

�

さ
ん
む
の
魅
力
講
座
」

第
13
回　
食
虫
植
物
群
落
と
私

日　
時　
３
月
14
日
㈯
午
後
１
時
30
分

～
３
時（
受
付
午
後
１
時
～
）

場　
所　
山
武
市
役
所
３
階
第
５
会
議
室

事
前
申
し
込
み　
不
要

参
加
費　
無
料

講　
師　
能の

勢せ

正ま
さ

代よ

氏（
成
東
・
東
金

食
虫
植
物
群
落
を
守
る
会
役
員
）

内　
容　
能
勢
氏
は
、
か
つ
て
保
護
目

的
で
採
取
し
た
標
本
を
元
に
、
群
落

に
自
生
す
る
４
５
０
種
の
植
物
に
つ
い

て
精
緻
な
図
鑑
を
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
今
回
の
講
座
で
は
、
能
勢
氏
の
群

落
と
の
出
会
い
か
ら
図
鑑
刊
行
に
至

る
ま
で
の
お
話
を
伺
い
ま
す
。

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ　
歴
史
民
俗
資

料
館
は
、
企
画
展
準
備
の
た
め
臨
時

休
館
し
ま
す
。

休
館
期
間　
３
月
23
日
㈪
～
４
月
10
日
㈮

令
和
２
年
度
企
画
展

「
食
虫
植
物
群
落
保
存
百
年
の
道
の
り
」��

�

～
成
東
・
東
金
食
虫
植
物
群
落
国
指
定
百
年
～

展
示
期
間　
４
月
11
日
㈯
～
令
和
３
年

３
月
24
日
㈬

場　
所　
山
武
市
歴
史
民
俗
資
料
館
１

階
展
示
室

内　
容　
大
正
９
年
７
月
17
日
、
当
時

の
町
境（
成
東
町
島
地
区
～
豊
成
村

上
武
射
田
）に
広
が
る
湿
地
帯
約
３

万
８
千
㎡
が
日
本
で
最
初
の
国
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

�　
そ
の
理
由
は
、「
特
異
な
湿
性
植
物

が
多
く
、
中
で
も
食
虫
植
物
が
種
類

に
富
み
、
多
数
自
生
す
る
と
こ
ろ
は

稀
で
あ
り
そ
の
ま
ま
保
存
す
る
べ

き
」と
あ
り
、
こ
の
ま
ま
放
置
し
て

は
植
物
の
乱
獲
や
開
墾
の
た
め
、
い

ず
れ
消
滅
し
て
し
ま
う
懸
念
が
あ
っ

た
た
め
で
す
。

　

�　
以
来
、
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
な
ど
多
く
の
人
々
の
尽
力
に

よ
り
指
定
当
時
と
余
り
変
わ
り
な
い

群
落
の
姿
を
現
在
も
み
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
今
回
の
展
示
で
は
、

群
落
の
指
定
に
取
り
組
ん
だ
先
達
の

活
動
や
、
指
定
後
の
周
辺
環
境
の
変

化
、
保
護
の
取
り
組
み
な
ど
を
各
種

資
料
を
用
い
て
紹
介
し
ま
す
。

T　
山
武
市
歴
史
民
俗
資
料
館

�

☎
０
４
７
５（
８
２
）２
８
４
２

選者の今井先生

群落に自生するモウセンゴケ
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公
民
館
講
座

成
東
中
央
公
民
館
講
座

受
付
期
間　
３
月
３
日
㈫
～
18
日
㈬

※
２
・
９
・
16
日
の
休
館
日
を
除
く

参
加
費　
無
料（
材
料
費
・
教
材
費
の

み
負
担
）

対　
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

※
先
着
順
・
定
員
を
超
え
た
場
合
未
経

験
者
優
先

申
込
方
法　
成
東
中
央
公
民
館
の
窓
口

ま
た
は
電
話

◆
チ
ャ
イ
ル
ド
カ
レ
ッ
ジ
２
コ
ー
ス

　
「
そ
ろ
ば
ん
」全
14
回　

日　
時　
４
～
11
月（
８
月
を
除
く
）月

２
回
第
１
・
３
土
曜
日
午
後
3
時
～

４
時
30
分

場　
所　
成
東
中
央
公
民
館

定　
員　
20
人

対　
象　
４
歳
～
小
学
生
ま
で

教
材
費　
１
５
０
０
円
程
度

持
ち
物　
そ
ろ
ば
ん

　
「
親
子
３
Ｂ
体
操
」全
12
回

日　
時　
４
～
２
月　
月
１
回
原
則
第

４
土
曜
日　
午
前
10
～
11
時

場　
所　
蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー

定　
員　
10
組

対　
象　
１
歳
～
小
学
校
低
学
年
の
子

と
保
護
者

◆
英
検
４
級
・
３
級
対
策
講
座　

日　
時　
４
月
５
・
12
・
19
・
26
日
・

５
月
10
日
の
各
日
曜
日

　
４
級
午
後
１
～
３
時

　
３
級
午
後
３
～
５
時

場　
所　
成
東
中
央
公
民
館

定　
員　
各
10
人

対　
象　
中
学
生

◆
世
界
遺
産
の
旅
講
座
全
１０
回

世
界
遺
産
の
魅
力
を
世
界
遺
産
マ
イ

ス
タ
ー
片
岡
英
夫
氏
が
解
説
し
ま
す
。

日　
時　
５
～
１
月　
原
則
第
３
木
曜

日　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

定　
員　
20
人（
初
め
て
の
方
優
先
）

教
材
費　
２
０
０
０
円
程
度

◆
多
文
化
交
流
事
業

　
　
　
～
市
民
参
加
者
募
集
～

城
西
国
際
大
学
留
学
生
と
交
流
会
を

開
催
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
通
し
て
国
際
理
解
を
よ
り
い
っ
そ
う

深
め
ま
せ
ん
か
。

開
催
予
定（
全
３
回
）

・
山
武
市
の
名
所
め
ぐ
り

　
５�

月
９
日
㈯　
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

・
サ
ン
ブ
杉
で
Ｍｙ
箸
作
り

　
７�

月
11
日
㈯　
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

・
イ
チ
ゴ
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
作
り

12�

月
19
日
㈯　
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

※
１
回
の
み
の
参
加
で
も
可
。

定　
員　
15
人

※
都
合
に
よ
り
内
容
が
変
更
に
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

T　
成
東
中
央
公
民
館

�

☎
０
４
７
５（
８
２
）３
６
４
１

　
　
短
歌
「
成
東
短
歌
会
」

坂
道
を
上
り
て
遅
き
初
霜
に
枯
田
一
面
白
白
と
見
ゆ�

秋
庭　

幸
子

は
か
ら
ず
も
召
人
の
歌
テ
レ
ビ
よ
り
響
き
来
て
知
る
「
歌
会
始
」�

今
関　

恵
子

十
人
の
う
か
ら
集
ひ
て
屠
蘇
を
く
む
こ
の
幸
せ
を
深
く
か
み
し
む�

木
村　

道
子

孫
二
人
巣
立
ち
て
納
屋
の
自
転
車
の
埃
を
払
ふ
冬
晴
れ
の
日
に�

川
島　
　

隆

踏
み
し
だ
く
霜
の
か
す
け
き
音
と
ら
ふ
替
え
し
補
聴
器
に
希
み
湧
き
い
づ�

堤　

恵
美
子

久
久
の
青
空
あ
お
ぐ
朝
日
あ
び
師
走
の
つ
い
た
ち
薄
氷
見
る�

土
屋　

敦
保

丸
餅
に
白
味
噌
仕
立
て
の
古
里
の
雑
煮
思
ひ
て
祝
箸
取
る�

深
川　

義
弘

九
十
九
里
の
砂
浜
に
ひ
そ
と
年
を
越
す
茅
の
輪
を
く
ぐ
る
年
の
は
じ
め
に�

渡
辺　

幸
子

晴
れ
ば
れ
と
令
和
の
初
日
さ
す
部
屋
に
今
年
限
り
と
ふ
賀
状
手
に
す
る�

安
井
は
る
子
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Ｓ1Ｆｅｓｔｉｖａｌ

　山武市観光大使
　白石恭子さん

千葉県いちご組合連合会
いちご大使　大石まどかさん

出展ブース
●スイーツブース

●物産ブース

●キッチンカー

山武市成東観光苺組合（完熟苺）、千葉うまかっぺや（団子）、和菓子しんかね（雪ん子）、
菓子工房おかだ（苺大福など）、わっふる日和（純生いちごわっふる）、Coccoパンとクッ
キーのお教室（イチゴチョコ大福など）、PatisserieGrandsoleil（シフォンケーキなど）、
aNt（イチゴのショートケーキ）、菓子工房ミルモナ（苺の花シューなど）、ナミキアイス
工房（山武の完熟苺のアイス）、㈲ピース製菓（いちご餅など）、さんさんBe（米粉の苺チー
ズケーキ）、宿と朝ごはんナガヨシ（苺タルト）、拓味（イチゴフライ）、ケーキギャラリー
99（イチゴのシュークリーム）、cake’sLeaf（苺のスティックチーズケーキなど）

お菓子のたいよう成東店（焼きだんごなど）、かぞく亭（しょうゆラーメンなど）、ガー
ゼで愛されるお店ゆら（小物）、山武市シルバー人材センター（手芸品など）、八木
清商店（焼きそば）、WAKUWAKU（から揚げなど）、商工会青年部（やきいも）、
EnglishFarmShop（ジャムなど）、山夢来本舗企業組合（いちごプリンなど）、ラブナプ♥（布
ナプキンなど）、株式会社丹羽（玩具など）、Pちゃんの家（ヘアーゴムなど）、生活協同
組合コープみらい（生乳ヨーグルトなど）、崧園台湾料理（焼餃子など）、JA山武郡市緑
の風山武店（地元農産品など）、陶芸工房701（手づくり陶器）、NPO法人さんさん味工
房（唐揚げ）、㈱西川園（お茶の詰め放題）、株式会社エイチテクニカ（山武市産ポロネギ）

千葉うまかっぺ屋（串焼など）、Nicori（クレープなど）、マルハチピッツァ（ピザなど）、
屋台diningBAN’S ★ KITCHEN（焼きそばなど）、サンリオカフェワゴン（クレープ
など）、匠ホットケーキ（ホットケーキなど）、ケータリングの功倫會（たこ焼きなど）、
AgriDesignWorks（唐揚げ）

東京オリンピック・パラリンピック観戦チケット抽選ブース、モザイクアート、山
武杉のワークショップ、ＳＵＮムシくんグッズ販売　ほか

※数には限りがございますので、売り切れの場合はイベント終了時刻が早まることがあります。
※記載の出店商品は、申し込み時のものです。当日出品される商品と異なる場合があります。
※最新の出店商品は山武市ホームページをご確認ください。

●ＰＲブース

ＳＴＡＧＥ
ＥＶＥＮＴ

昨年までの「さんむＳ１グランプリ」から名称も新たに市内外から「うまいもん」が集まる
フードイベント「さんむＳ１フェスティバル」を開催します。

T　さんむＳ１フェスティバル実行委員会（わがまち活性課内）　☎ 0475（80）1202

さんむＳ1フェスティバル
みんなで「うまいもん」喰うべー！

10:00～ 14:30（荒天中止）
さんぶの森公園
　　ふれあい広場

３/７㈯


